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小 田原陣 

一 

天 正 十八 年 真夏の ひざかりであった。 小 田 原 は北条 

征伐の 最中で、 秀吉 二十 六 万の 大 軍が 箱 根 足 柄の 山、 

相模の 平野、 海上 一面に 包囲 陣を しいて ゐる。 その 徳 

川 陣屋で、 家 康と黒 田 如 水が 会談した。 この 二人が 顔 

を 合せた の はこの 日が 始まり。 いは、 V 豊臣家 滅亡の 楔 

がー 本 打 たれた の だが、 石垣 山で 淀 君と 遊んで ゐた秀 

吉 はそんな こと は 知らなかった。 



秀吉が 最も 怖れた 人物 は 言 ふまで もな く家康 だ。 そ 

の 貫禄 は 天下 万人の 認める ところ、 天下 万人 以上に 秀 

吉 自身が 認めて ゐ たが、 その 次に 黒 田 如 水 を 怖れて ゐ 

た。 黒 田の カザ 頭 (如 水の 頭 一 面に 白雲の やうな 頑疾 

があった) は 気が 許せぬ と 秀吉は 日頃 放言した が、 あ 

の チン バ奴 (如 水 は 片足 も 悪かった) 何 を 企む か 油断 

のなら ぬ 奴 だと 思って ゐる。 

如 水 は ひどく 義理堅く、 主に 対して は忠、 臣節の た 

めに は 強いて 死地に 赴く やうな こと を やる。 カザ 頭 

ピッコに なった の も そのせ ゐで、 彼が まだ 小 寺 政 職と 

いふ 中国の 小 豪族の 家老のと き、 小 寺 氏 は 織 田と 毛 利 



いちは や 

の 両雄に はさまれて 去就に 迷って ゐた。 そのと き 逸 早 

く 信 長の 天下 を 見抜いた のが 官兵衛 (如 水) で、 小 寺 

家の 大勢 は 毛 利に 就く こと を 自然と して ゐ たが、 官兵 

衛は 主人 を 説いて 屈服させる。 即 坐に 自ら 岐阜に 赴き、 

木 下 藤 吉郎を 通して 信 長に 謁見、 中国 征伐 を 要請して、 

小 寺 家が そ の 先鋒た るべ しと 買って でた。 このと き官 

兵衛は 二十 を 越して 幾つで もない 若さで あつたが、 一 

生の 浮沈 を この 日に 賭け、 いは、 V 有 金 全部 を 信 長に か 

けて 賭博 を はった。 持って 生れた 雄弁で、 中国の 情勢、 

地理 風俗にまで わたって 数万 言、 信 長の 大 軍に 出陣 を 

乞 ひ 自ら 手引して 中国に 攻め入るなら 平定 容易で ある 



二日の うちにと、 V いたの も 秀吉の 為に は 天の 使者で、 

直ちに 踵 を めぐらせて 馳せ 戻るなら 光秀 は虚 をつ かれ、 

天下 は 自ら 秀吉の 物です。 柴田 あり 徳川 ありと は 云へ、 

秀吉を 選び 得る 者の みが 又 選ばれた る 者で せう。 信 長 

との 和睦 を秀吉 との 和睦に かへ る ことです。 損の 賭の 

やうです が、 この 賭 を やりうる 人物 は あなたの 外に は 

先づゐ ない。 あなたに も 之が 賭博に 見えます か。 否々。 

これ は 自然 天然の 理と いふ ものです。 よろしい か。 秀 

吉の 出陣が 早ければ、 天下 は 秀吉の 物になる。 この 幸 

運 を 秀吉に 与へ る 力 は あなたの 掌中に あるので す。 だ 

が、 あなた 自身の 幸運 も、 この 中に ある。 毛 利 家の 幸 



官兵衛 は 堤 を 切り、 満目の 湖 を 見て ふりむいた。 そ 

れ から 馬 を 急がせて 秀吉の 馬に 追 ひっき、 さ、 やいた。 

毛 利の 人質 を 返して やりなさい。 なぜ？ 官兵 衛はド 

ングリ 眼 を ギロリ とむ いて 秀吉を 見つめて ゐる。 なぜ 

だ！ 秀吉は 癇癩を 起して 怒鳴った が、 官兵衛 は 知ら 

ぬ 顔の 官兵衛 で、 ハイ、 ドウ/ \ 馬 を 走らせて ゐ るば 

かり。 もとより 秀吉は 万人の 心理 を 見ぬ く 天才 だ。 逃 

げる 者の 姿 を 見れば 人 は 追 ふ。 光秀と 苦戦 を すれば、 

毛 利の 悔い はかき たてられ、 燃え あがる。 人質が 燃え 

た 火 を 消しと める 力になる か。 燃えた 火 はも はや 消さ 

れぬ。 燃えぬ 先、 水 を まけ。 まだし も、 いくらか 脈 は 



あまた 

なる 約束で 数多の 武功 をた てた。 如 水 は 城 攻めの 名人 

で、 櫓 をつ くリ、 高所へ 大砲 を あげて 城 中へ 落す、 そ 

の 頃の 大砲 は 打つ とい ふ ほど 飛ばない の だから 仕方が 

ない。 かう いふ 珍 手 も あみだした。 事に 当って 策略 縦 

横、 戦へば 常に 勝った が、 一方の 仙 石 権 兵衛は 単純な 

腕力 主義で、 猪突 一方、 石 川 五右衛門 をね ぢ ふせる に 

は 向く けれども、 参謀長 は 荷が 重い。 大敗 北 を 蒙り、 

領地 を 召し あげられる 始末であった。 けれども 秀吉は 

毒気 のない 権 兵衛づ れが 好きな ので、 後日 再び 然るべ 

き 大名に 復活した。 如 水 は 大いに 武功が あつたが、 一 

国 を 与へ る 約束が、 豊 前のう ち 六 郡、 たった 十二 万 石 _ 



だが、 愛妾に 就て 之 を 見ても、 生活の 全部に 徹底した 

彼の 根性 はよ く 分る。 秀吉 はお 嬢さん 好き、 名流 好き 

で、 淀 君 は 信 長の 妹お 巿の 方の 長女で あり、 加 賀局は 

前 田 利 家の 三女、 松の 丸 殿 は 京 極 高吉の 娘。 三 条局は 

うじ さと 

蒲 生 氏郷の 妹、 三 丸 殿 は 信 長の 第五 女、 姫 路殿は 信 長 

の 弟 信 包の 娘、 主筋の 令嬢 をズ ラリト 妾に 並べ てゐる _ 

たまく 千利久 とい ふ 町人の 娘に ふられた。 

ところが 家康 ときた 日に は、 阿 茶 局が 遠 州 金 谷の 鍛 

冶屋の 女房で 前夫に 二人の 子供が ぁリ、 阿亀の 方が 石 

清水 八幡宮の 修験者の 娘、 西 郷局は 戸塚 某の 女房で 一 

男 一女の 子持ちの 女、 その他、 神 尾 某の 子持ちの 後家 



だの、 甲 州 武士 三 井 某の 女房 (之 も 子持ち) だの、 阿 

松の 方が た y 一 人武田 信玄の 一 族で、 之 だけ は 素性が 

よかった。 妾の 半数が 子持ちの 後家で、 家康は 素性な 

ど 眼中にない。 ジ ユリ ャ おた あとい ふ 朝鮮人の 侍女に 

キリシタン 

も 惚れた が、 之 は 切支丹で 妾に ならぬ から、 島流しに 

した。 伊豆 大島、 波 浮の 近くの オタ イネ 明 神と いふの 

が この 侍女の 碑で あると 云 ふ。 徹底した 実質 主義者 で 、 

夢想 児の 甘 さが 微塵 もな い 人であった。 

秀吉は 夢想家の 甘 さが あつたが、 事に 処 して は 唐突 

に 一 大 飛躍、 家康 のお 株 を 奪 ふ 地味な 実質 策 をと る。 

家康 は小牧 山の 合戦に 勝った、 とたんに 秀吉は 織 田 信 



は 時代の 寵児で ある。 天の 時には、 我 を 通しても 始ら 

ぬ。 だまされて、 殺されても、 落 目の 命なら いらない _ 

覚悟 をき めて 上洛した。 

家康は 天の 時 を 知る 人 だ。 然し 妥協の 人で はない。 

この 人ぐ らゐ 図太い 肚、 命 をす て、 乗り だしてく る 人 

はすくない。 彼 は 人生 三十 一、 武田 信玄に 三方 ケ 原で 

大敗 北 を 喫した。 当時の 徳川氏 は微々 たる もの、 海^ 

随一 の 称 を 得た 甲 州の 大軍を まともに 受けて 勝つ 自信 

は 鼻柱の 強い 三 河 武士に も 全くない。 家康の 好戦的な 

家臣 達に 唯一 人の 主戦論 者 もなかつ たの だ。 たった 一 

人の 主戦論 者が 家康 であった。 



急 を 見る と、 家 康が血 刀 ふり かぶり 助ける ために 一 散 

に K けた。 夏 目次 郎左衛 門が 之 を 見て 眼 血走り 歯が み 

をした。 大将が 雑兵 を 助けて どうな さる、 目に 涙 をた 

め、 家康の 馬の 轡 を 浜 松の 方に グイと 向けて、 槍の柄 

で 力一杯 馬の 尻 を 殴りつ け、 追 ひせ まる 敵 を 突 落して 

討死 をと げた。 

逃げる 家康は 総勢 五騎 であった。 敵が 後に せまる た 

びに 自ら 馬上に ふりむいて、 弓に よって 打ち落した。 

顔 も 鎧 も 血で 真ッ 赤、 やう やく 浜 松の 城に 迪リ つき、 

門 をし めるな、 開け放し ておけ、 庭 中に 篝を たけ、 言 

ひすて ゝ 奥の間に 入り、 久 野と いふ 女房に 給仕 を させ 



て 家 康を徳 としたが、 秀吉を 怒らせて 一 服 もられて は 

話に ならぬ。 まだ 先に 楽しみの ある 人生 だから、 家康 

は 頭 を 畳に すりつける ぐら ゐ、 屁と も 思って ゐ なかつ 

た。 

秀吉は 別室で 家 康の手 をと リ、 おしいただいて、 家 

康殿、 何事 も 天下の 為ぢ や。 よく ぞ やって 下された。 

一生 恩に きます ぞ、 と、 感極まって 泣き だしてし まつ 

たが、 家康は その 手 をお しいた y いて 畳に おかせて、 

殿下、 御 もったい もない、 家康は 殿下の ため 犬馬の労 

を惜む 者で ございませぬ。 ホロ リ ともせず かう 言った _ 

アツ ハツ ハ。 たうとう 三 河の 古狸め を 退治て やった、 



拝謁、 秀吉 を駿府 城に 泊ら せて 饗応 至らざる と， J ろが 

ない。 本 多重 次がた まりかね て、 秀吉の 家臣の 居なら 

ぶ 前で 自分の 主人 家康を 罵った。 これ は 又、 あっぱれ 

不思議な 振舞 をな さるもの ですな。 国 を 保つ 者が、 城 

を 開け 渡して 人に 貸す と は 何事です。 この 様子で は、 

女房 を 貸せと 言 はれても、 さだめし お貸しの ことで せ 

うな、 と 青筋 をた て、 地団駄 ふんだ。 

小 田 原へ 着いた 秀吉は 石垣 山に 陣取り、 一夜のう ち 

に 白紙 を 用 ひて 贋 城 をつ くると いふ 小細工 を 弄した が、 

ある 日 家康を 山上の 楼に 招き、 関 八州の 大 平野 を 遥か 

東方に 指して 言った。 とい ふの は 昔の 本に あると ころ 



舞 ふ 時と 考 へて、 家康 はこ だはらぬ。 秀吉の 好機 嫌の 

言葉に は 悪意が なく、 好意と、 聡明な 判断に 富んで ゐ 

る こと を 家康は 知っても ゐた。 

二十 六 万の 陸軍、 加 藤、 脇 坂、 九 鬼 等の 水 軍、 十重 

二十重に 小 田 原 城 を 包囲した が、 小 田 原 は 早 雲 苦心の 

名 城で、 この 時 一人の 名将 もな しと は 言へ、 関東の 豪 

族が 手兵 を率ゐ てあら かた 参集 籠城した から、 兵力 は 

強大、 簡単に 陥す 見込み はっかない。 小 早川隆 景の献 

策 を 用 ひて、 持久 策 をと リ、 糧道 を 絶つ ことにした。 

秀吉 自身 は 淀 君 を よびよせ、 諸将各 妻妾 をよ ばせ、 

館 をつ くらせ、 連日の 酒宴、 茶の湯、 小 田 g 城下 は 戦 



場 変じて 日本一 の 歓楽 地帯 だ。 四方の 往還 は 物資 を 運 

ぶ 人馬の 往来 絶える ことなく、 商人 は 雲集して、 小屋 

がけし、 巿を たて、 海運 も 亦 日に く 何百 何千 艘、 物 

資の 豊富な こと、 諸国の 名物 は みんな 集る、 見世物が 

かゝ る、 遊女 屋が 八方に 立ち、 絹布 を 売る 店、 舶来の 

品々 を 売る 店、 戦争 に 無縁 の 品が 羽が 生えて 売れて 行 

く。 大名 達 は 豪華な 居 館 をつ くって、 書院、 数寄屋、 

庭に 草花 を 植え、 招いたり 招かれたり、 宴会つ、 V き だ。 

この 陣中の 徒然に、 如 水が 茶の湯 を やり はじめた。 

ところが 如 水と いふ 人 は 気骨に まかせて 茶の湯 を 嘲笑 

して ゐ たが、 元来が 洒落な 男で、 文事に もた け、 和歌 
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